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FOMA 端末から利用できるデータ通信 
について 


FOMA 端末とパソコンなどを接続してデータ通信が 
できます。データ通信は、バケット通信とデータ転 
送に分類できます。 

-本 FOMA 端末は、 64K データ通信に巧応していま 
せん。 

- FOMA 端末は、 Remote Wakeup には対応していま 
せん。 

■ FOMA 端末は、 FAX 通信をサポートしていません。 

I 利用できる通信方式 

パケット通信 

送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる通信 
方式です。ネットワークじ接続したままの状態で必 
要なときにのみデータを送受信する使いかたに適し 
ています。 

ドコモのインターネット接続サービス 「moperaU」 
など FOMA のパケット通信に巧広したアクセスポイ 
ントを利用して、受信最大 384kbps、 送信最大 
64kbps の通信速度でデータ通信ができます。 

FOMA L600 は、海外でも W-CDMA または GPRS のパ 
ケット通信に対応したアクセスポイントを利用し 
て、データ通信ができます。 


多量のデータの送受信を行うと、通信料金が高額 
になりますのでごま意ください。 


データ転送 

ホ外線やデータリンクソフトを利用して FOMA 端末 
やパソコンなどとデータを送受信する通信ち式で 
す。通信料金はかかりません。 

I ご利用に当たっての留意点 

インターネットサービスプロバイダの利巧料につ 

いて 

インターネットを利用する場合は、ご利用になるイン 
ターネットサービスプロバイダ（]；|降プロバイダ）じ 
対する利用料が必要になります。この利用料は、 

FOMA サービスの利用料とは別に直接プロバイダにお 
まおいいただきます。利用料の詳しい内容については、 
ご利用のプロバイダにお問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続サービス 「moperaU」 を 
ご利用いただけます。 rmoperaUJ をご利用いただく 
場合は、お申し込みが必要となります（有料)。 










接続先（プロバイダなど）の設定について 

パケット通信を巧うときはパケット通信が応の接続 
先をご利用ください。 

- DoPa のアクセスポイントには接続できません。 

- PIAFS などの PHS64K/32K データ通信のアクセスポ 
イントには接続できません。 

ネットワークアクセス時のユーザ認話じついて 

接続ホじよっては、接続時にユーザ認証（のとバス 
ワード）が必要な場合があります。その場合は、通 
信ソフト（ダイヤルアップネットワーク）で ID とバス 
ワードを入力して接続してください。 ID とバスワード 
は接続先のプ□バイダまたは接続先のネットワーク管 
巧者から付与されます。詳しい内容じついては、そち 
らにお問い合わせください。 

パケット通信のま件 

FOMA 端末とパソコンなどを接続して通信を巧うじ 
は、次の条件が必要です。ただし、条件が整ってい 
ても基地局の混雑状況や電波が態によって通信でき 
ないことがあります。 

■ FOMA USB 接続ケーブル（別売）が利用できるパ 
ソコンであること 

- FOMA サービスエリア内であること 
-アクセスポイントが FOMA のバケット通信の接続ち 
式 (PDP Type ) のうち、 P 接続に対応していること 
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お使いになる前に 


I 動作環境に ついて 

データ通信を利用するためのバソコンの動作環境は 
次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

- PC-AT 互換機で CD-ROM ドライブが 
使用できる機器 

•USB ポート （USB 仕様 Rev 1.1/2.0 準拠） 
•ディスプレイ解槪度800 X 600ドッ 
卜、 High Color (6 日，己3目色） LU 上を 
推巽 

0S《1 

Windows XP、Windows 2000、 

Windows Me. Windows 98SE (各日 
本語版） 

必要メモリ 

- Windows XP : 128M バイト LU 上餐； 

- Windows 2000 : 64M バイトな上*^ 

- Windows Me. Windows 98SE : 32M 
バイト LU 上*2 

ハードディスク 
容量 

己 M バイト切上の空き容量* 2 


: Windows 98じは対応していません。 

^^2:お要メモリ、ハードディスク容量は、パソコンのシス 
テム構成によつて異なる場合があります。 


ホのぺージへ続く 
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ず们'化斬^^^ 

■ APN : 

Access Point Name の略です。バケット通信の接続 
先（プ□バイダや LAN など）を識別するときに使用 
されます。ドコモのインターネット接続サービス 
Fmopera UJ の APN は FmoperanetJ となります。 

■ cid : 

Context Identifier の略です。パケット通信の接続先 
( APN ) を FOMA 端末に登録するときに付ける登録 
番号です。本 FOMA 端末では1〜10までの cid を使つ 
て10件の APN を登録できます。 

■ DNS : 

Domain Name System の略です。 URL などに含まれる 
「 nttdocomo . cojp 」 などの表現を、コンピュータが読 
み込めるように数字のみのアドレスに変換するシ 
ステムです。 

■ PDP type : 

PDP は 、 Packet Da ね Protocol の略です。パケット 
通信のち式を表し、通常は PPP 接続方式と IP 接続方 
式からプロバイダなど接続先が指定する方式を選 
択します。本 FOMA 端末は、 IP 接続方式のみに対 
応しています。 

接続先が巧広する PDP type につきましては、プロ 
バイダまたは接続先のネットワーク管理者にお問 
い合わせください。 


■ QoS : 

Quality of Service の略です。ネットワークのサー 
ビス品質を示します。 FOMA 端末ではデータの通 
信速度のを件を指定できます 。X 
※：接続時の速度は通信状況などによって可変し 
ます。 


圆 W-TCP : 

FOMA ネットワークでパケット通信を巧うときに、 
TCP / IP の伝送能力を最大限に生かすための TCP パ 
ラメータです。 

FOMA 端末の通信性能を最大限に活用するには、 
TCP / 'パラメータの最適化が必要となります。 

■パソコンの管理者権限： 

Windows XP、Windows 2000のシステムのすべてに 
アクセスできる権限のことです。管理者権限を持 
たない ユーザー （アカウント）は、通信設定 ファ 
イル（ドライバ）や FOMA PC 設定ソフトなどのイ 
ンス I ル/アンインス I ルができません。 




一夕巧信の準備の流れ 


FOMA 端末とバソコンを接続して、パケット通信を 
行うときの準備じついて説明します。次のような流 
れになります。 


L 600 通信設定ファイルをバソコンにインストールする 
一巧 



接続先を設定する 

FOMA PC 設定 
ソフトを使用 
する場合 
一 P 16 

FOMA PC 設定 
ソフトを使巧 
しない場合 
一 P 27 



接続する 一 P 20、 P 44 
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通信設定ファイルと FOMA PC 設定ソフトについて 
添付の CD-ROM には L 600诵信設定ファイルと FOMA 
PC 設定ソフトが収録されています。 

- L 600 强信設定ファイルは、 FOMA 端末とパソコン 
を FOMA USB 接続ケーブル（別売）で接続して、 
パケット通信やデータ転送を巧うときに必要なソ 
フトウエア（ドライバ）です。 

- FOMA PC 設定ソフトは、パケット通信の接続先 
CAPN ) やダイヤルアップを簡単に設定できるソ 
フトウ X アです。 

レく ソコンと FOMA 端末を接続する 
パソコンと FOMA 端末を FOMA USB 接続ケーブル 
(別売）で接続する方まじついて説明します。 

-パソコンとの接続には、 FOMA U 沈接続ケーブル 
をご利用ください。巿販の USB ケーブルはコネク 
夕部のお状が異なるため使用できません。 



次のぺージへ続く 
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1. FOMA 端末の外部接続端子キャップを開け 、 FOMA 
USB 接続ケーブルの外部接続コネクタをまっすぐ 
「カチッ J と音がするまで差し込む 

2. FOMA USB を続ケーブルの USB コネクタをバソコ 
ンの USB 端子に接続する 

取り外しかた 

1 .FOMA USB 接続ケーブル（別売）のか部接続コネ 
クタのリリースボタンを巧しながら、まっすぐ引 
き抜く 



2. パソコンの USB 端子から FOMA U 沁接続ケーブル 
を引き抜く 
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おならせ 

•通信の切断、誤動作、データ消失の原因となるため、 
データ通信中に FOMA USB 接続ケーブルを取り外さな 
いでください。 

- FOMA USB 接続ケーブルのコネクタは無理に差し込ま 
ないでください。各コネクタは、正しい向き、正しい 
角度で差し込まないと接続できません。正しく差し込 
んだときは、強い力を入れなくてもスムーズじ差し込 
めるようじなっています。うまく差し込めないときは、 
無理に差し込まず、もう一度コネクタのおや向きを確 
認してください。 


通信設定ファイル（ドライバ）を 
インストールする 


通信設定ファイルのインストールは、必ず FOMA 
端末がパソコンじ接続されていない状態で開始し 
てくださし、。 

通信設定ファイルのインスI^ールを開始する前に、 
他のソフトウ X アが稼動していないことをご確認 
ください。他のソフトウ X アが稼動している場合 
は、ソフトウェアを終了させた後にインス!ル 
を開始してください。 

Windows XP または Windows 2000で L 目0 Oi 通信設定 
ファイルのインストールを行う場合は、必ずバソ 
コンの管理者権限を持ったアカウントで行ってく 
ださい。それな外のアカウントでインス!ルを 






行うと エラーに なります。パソコンの管理者権限 
の設定については、各パソコンメーカー、マイク 
ロソフ ト社 にお問い合わせください。 


I Windows XP にインス I ルする 

1 .FOMA L 600 i 巧 CD - ROM をバソコンに七ットする 

2•「スタート」►「ファイル名を指定して実巧 J の 
J 旧にクリックする 

3. 「名前」欄に「く CD - ROM ドライブ名> : ¥ L 600 i 
通信設定ファイル ¥ LGUsbModemDriver _ L 600 し 
WHQL _ Ver _1.0 .exeJ を入力 ► [ OK ] をクリッ 
クする 

4. 設定言語の選が画面で言語を選が ► [次へ]をク 
リックする 

ここでは日本語を選がした場合の例で説明します。 



惡 
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6•インス!ル巧認面面で [ OK ] をクリックする 



なのぺージへ続く 
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7. パソコンと FOMA 端末を接続する 

接続方法一 P 4 

- FOMA 端末の電源が入って L ^る状態で接続して 
くださし、。 

接続後、 L 目00通信設定ファイルが自動的にインス 
トールされます。 

すべての L 目 OOi 通信設定ファイルのインストールが 
完了すると、バソコンの画面のタスクバーから 
「新しいハードウェアがインス!^ールされ、使用 
準備ができました」というポップアップメッセー 
ジが数秒間表示されます。 


続いて、 L 目00踊信設定ファイルが正しくインス! 
ルされていることを確認してください。一 P 9 


I Windows 2000にインス I ルする 

1. FOMA L 600 i 巧 CD - ROM をパソコンに七ットする 

2. 「スタート」►「ファイル名を指定して実巧 J の 
順にクリックする 

3. 「名前」欄に 「く CD - ROM ドライブ名> : ¥ L 600 i 
通信設定ファイル ¥ LGUsbModemDriver 丄 600 i _ 
WHQL _ Ver _1.0. exeJ を入力 ► にのをクリッ 
クする 

4. 設定言語の選が面面で言語を選択 ► [次へ]をク 
リックする 

ここでは日本語を選がした場合の例で説明します。 



5•インストール画面で[次へ]をクリックする 



6•インストール巧認画面で [ OK ] をクリックする 




























7. パソコンと FOMA 端末を接続する 

接続方ま一 P 4 

- FOMA 端末の電源が入っている状態で接続して 
ください。 

接続傲 L 目00踊信設定フアイルが自動的にインス 
トールされます。 


続いて、 L 目 OOi 通信設定ファイルが正しくインス!'一 
ルされていることを確認してください。一 P 9 


iWindows Me/Windows 98SE にインス I ルする 

1 .FOMA L 600 i 巧 CD - ROM をバソコンに七ットする 
2•「スタート」►「ファイル名を指定して実巧 J の 
J 頃にクリックする 

3•「名前」欄に 「く CD - ROM ドライブ名> : ¥ L 600 i 
通信設定ファイル ¥ LGUsbModemDriver _ L 600 し 
WHQL _ Ver _1.0 .exeJ を入力 ► [ OK ] をクリッ 
クする 

4.設定言語の選が画面で言語を選が ► [次へ]をク 
リックする 

ここでは日本語を選択した場合の例で説明します。 
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5•インス!ル画面で[次へ]をクリックする 



6•インス!ル完了面面で[はい]をクリックする 

パソコンが再起動します。 


次のぺージへ続く 
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7.パソコンの再起動後、パソコンと FOMA 端ホを接 
続する 

接続方法一 P 4 

- FOMA 端末の電源が入ってし^る状態で接続して 
くださし、。 

接続後、4種類の L 600通信設定ファイルが自動的 
にインストールされます。 


続いて、 L 目(脚通信設定ファイルが正しくインス! 
ルされていることを確認してください。一右記 


おならせ 

- L 600随信設定ファイルのインス I ル中にパソコンか 
ら FOMA USB 接続ケーブル（別売）をおいた場合や、 
[キャンセル]をクリックしてインス!ルを中止した 
場合は、 L 日 OOi 通信設定ファイルが正常にインストール 
できなくなることがあります。このようなときは、ア 
ンインストール ( P 10) の手順に従い L 600通信設定フ 
ァイルを削除してから、インストールし直してくださ 
い。 


インストールした通信設定フアイル 
(ドライバ）を確認する 


I . Win か WS の「コントロールパネル」を起動する 


■ Windows XP の場合 

「スタート J ► 「コント□—ルパネル J を順にク 
リックする 


■ Windows 2000 、 Windows Me、Windows 98 SE の場合 

「スタート_1 ► 「設定」►「コントロールパネル J 
を順にクリックする 

2. r コントロールパネル J の「システム J を起動する 

■ Windows XP、Windows 2000の場合 

「パフォーマンスとゾンテナンス J から「システム J 
アイコンをクリックする 

■ Windows Me、Windows 98 SE の場合 

「コントロールパネル J に「システム J アイコンが 
表示されないときは「すべてのコントロールパネ 
ルのオプションを表示する」をクリックする 


3. デバイスマネージヤを起動する 


■Windows XP、Windows 2000の場合 

「ハードウエア」タブ ► 「デバイス マネー ジャ J 
を順にクリックする 

■Windows Me . Windows 98 SE の場合 

「デバイスマネージャ J タブをクリックする 














4 •各デバイスをクリックして、インストールされた 
ドライバを確認する 

「ポートに OM / LPT )」 「モデム 」 「USB (Universal 
Serial Bus ) コント ローラ 」 （Windows Me /98 SE の 
場合は 「ュニパーサル シリアルバスコン トロー 
ラ」）の各デバイスの下にすベてのドライバ名が 
表示されていることを確認します。 


こデバイスマネ- 3 ， 因后!を] 



<Windows XP の場合> 
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L 60 Oi 通信設定ファイルをインス!^ールすると、次の 
ドライバがバソコンにインストールされます。 


デバイス名 

ドライバ名 

ポートに OM / LPT ) 

FOMA L 60 Oi Serial 

モデム 

FOMA L 60 Oi Modem 

USB ( Unive 口 al Serial Bus ) 
コントローラまたはユ 
ニバーサルシリアルバ 
スコントローラ 

FOMA L 600 i Bus 

FOMA L 60 Oi Modern ^ 
FOMA L 60 Oi Serial ^ 


※： Windows Me/Windows 98 SE のみにインストールされます。 



•通信設定ファイルのアンインス!'ールは、必ず 
FOMA 端末がパソコンに接続されていない状態で 
開始してください。 

.Windows XP または Windows 2000で L 600强信設定 
ファイルのアンインス!'ールを行う場合は、必ず 
パソコンの管理者権限を持ったアカウントで巧っ 
てください。それ]; t 外のアカウントでアンインス 
Iルを行うとエラーじなります。パソコンの管 
巧者権限の設定じついては、各パソコンメーカー、 
マイクロソフト社にお問い合わせください。 

1 .FOMA L 600 诵 CD - ROM をパソコンに七ットする 

2•「スタート J ►「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックする 


なのぺージへ続く 10 




















データ 通信 マニュアル 


3. 「名前」欄に 「く CD - ROM ドライブ名 > : ¥ L 600 i 
通信設定フアイル ¥ LGUsbModemDriver 丄 600 i _ 
WHQL _ Ver _1.0. exeJ を入力 ► にのをクリツ 
クする 

4. [ OK ] をクリックする 



5.アンインストールの完了画面で [ OK ] をクリック 
する 



■ Windows Me/Windows 98 SE の場合 

アンインストールの完了画面で[はい]をクリツ 
クする 

パソコ ンが再起動されます。 



FOMA PC 設定ソフトについて 


FOMA 端末をパソコンじ接続してパケット通信を行 
うじは、通信に関するさまざまな設定が必要です。 
FOMA PC 設定ソフトを使用すると、次の設定を簡単 
な操作で行ラことができます。 

- FOMA PC 設定ソフトを使用せずに、パケット通信 
の設定を巧うこともできます。一 P 27 

■ かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 「 FOMA データ通信 
用ダイヤルアップの作成」を巧い、同時に 「 W - 
TCP の設定」などを巧います。 

■ W - TCP の設定 

「 FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコ 
ン内の通信設定を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、 W - TCP 設定に 
よる通信設定の最適化が必要となります。 

■接続 先 CAPN ) の設定 

パケット通信を行う際に必要な接続先 （ APN ) の 
設定を行います。 

FOMA パケット通信の接続先には、電話番号は使 
用しません。あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端 
末に APN (Access Point Name ) と呼ばれる接続先 
名を登録し、その登録番号 ( cid ) を接続ホ電話番 
号欄に指定して接続します。 



























おならせ 

- FOMA 端末に割り当てられている COM ポートの番号が 
COM 20 より大きい場合、 APN 情報の取得、書き込みが 
できません。 

.古いパージョンの 「FOMA PC 設定ソフト」（パージョン 
1.00および2.00、料降「旧 FOMA PC 設定ソフト」）がイ 
ンストールされている場合は 、 「FOMA PC 設定ソフト」 
(バージョン 2.0.1) のインストールを巧う前にアンイン 
ストールしてください。バージョンの確認方法につい 
ては P 15 を参照してください。 


データ通信マニュアル 


IFOMA PC 設定ソフトを使用した通信の設 

定の流れ 
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トタ通信マニュァル 


Iインストールをする前に 

FOMA PC 設定ソフトを利用するためのパソコンの動 
作環境については P 2 の「動作環境について」を参照 
してください。 

. 動作環境によってはご使用になれな L ^場合があり 
ます。また、 P 2 の動作環境];•(外でのご使用による 
お問い合わせおよび動作保証は、当社では責任を 
負いかねますのであらかじめご了承ください。 


FOMA PC 設定ソフトを 
_イ /人 卜—ルす〇_ 


- Windows XP または Windows 2000で FOMA PC 設定 
ソフトのインス!^ールを巧う場合は、必ずパソコ 
ンの管理者権限を持ったアカウントで行ってくだ 
さい。それ];•(外のアカウントでインス!^ールを行 
うとエラーじなります。パソコンの管理者権限の 
設定じついては、各パソコンゾーカー、マイクロ 
ソフト社にお問い合わせください。 

く 例 ： Windows XP でインス I ルする場合> 

1. FOMA L 600 i 巧 CD - ROM をパソコンに七ットする 

2. 「スタート_1 ► 「ファイル名を指定して実行 J の 
順にクリックする 

3. 「名前」欄に 「く CD - ROM ドライブ名> : 

¥FOMA PC 設定ソフト午 set け D . exeJ を入力 ► 
[ OK ] をクリックする 
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4. [次へ]をクリックする 

旧 rw - TCP 設定ソフト」および旧 「 APN 設定ソフ 
卜」などがインス!'ールされているという画面が 
表示された場合は、 PM を参照してください。 

-インストールを始める前に、現在使用中または 
常駐している他のプログラ厶がないことを確認 
してください。使用中のプログラムがあった場 
合は、[キャンセル]をクリックして使用中の 
プログラムを終了させた後、インス!^ールを再 
開してください。 

5. 「FOMA PC 設定ソフト J の使巧許諾契約書の内容 
を確認し、契約内容に同意する場合は[はい]を 
クリックする 

[いいえ]をクリックすると、インストールは中 
止されます。 


6•七ットアップタイプを選が ► [次へ]をクリック 
する 

セットアップ後、 「 W - TCP 設定」のタスクトレイ 
常駐の可否を選択できます。 

「 W - TCP 通信」の最適化の設定/解除を操作する 
機能で、常駐をおすすめします。 

特に問題がない場合は「タスクトレイに常駐する J 
じしたまま[次へ]をクリックして、インストー 
ルを続行してください。 「タスクトレイに常駐す 
る」のチェックを外して設定した場合でも FOMA 
PC 設定ソフトの操作画面の「メニュー」をクリッ 






クし 「 W - TCP 設定をタスクトレイに常駐させる」 

を選択することにより設定を変更できます。 
※「タスクトレイに常駐する」設定が有効になつ 
ている場合は選択できません。 

パソコン画面右下（通常）のタスクトレイに团 
が表示されます。 

7•インストール巧を確認 ► じ欠へ]をクリックする 

変更がある場合は[参照]をクリックし、任意の 
インス!^ール先を指定して[次へ]をクリックし 
てくださし、。 

ハードディスク容量が不足する場合などには、違 
うドライブにインス I ルすることもできます 
が、通常はそのままお進みください。 


8•プログラムフォルダのフォルダ名を確認 ► [次へ] 
をクリックする 

変更がある場合は新規フォルダ名を入力し、[次 
へ]をクリックしてください。 

9. [完了]をクリックする 

セットアップを完了すると、 「 FOMAPC 設定ソフ 
卜 J の操作画面が起動します。このまま各種設定 
を開始できます。 


データ通信 マニュアル 


に OMA PC 設定ソフトをインス I ルする 

ときのま意 

■「旧 W - TCP 設定ソフト」がインス!ルされてい 
る場合 

次の画面が表示されます。 



「アプリケーション（プログラム）の追加と削除」 
から「旧 W - TCP 設定ソフト」を削除してくださし、。 

■「旧 APN 設定ソフト」がインス!ルされている 
場合 

次の画面が表示されます。 



にのをクリックすると、「旧 APN 設定ソフト」が 
自動的にアンインス!ルされた後 、 FOMA PC 設 
定ソフトがインスI^ールされます。 

■「旧 FOMA PC 設定ソフト」、または既に 「FOMA 
PC 設定ソフト J がインス!^ールされている場合 
次の画面が表示されます。 


次のぺージへ続く 















データ通信マニュアル 


FOMA PC 記定 y フ 



!\ インストールする前(こ巧巧の NTT DoCoMo FOMA P 巧 a$i で卜を削垃してくだな 

イシスト-ルち中がします， 


I な 1 


「アプリケーション（プログラム）の追加と削除」 
から 「 FOMAPC 設定ソフト」を削除してください。 


■インス! ル途中で[キャンセル]を押した場合 
セットアップ途中で[キャンセル]や[いいえ] 
をクリックし、先へ進まない命令を出した場合、 
次の画面が表示されます。 


P0 黄 ま y フト e ブト79ブ 


图 

InstallShieM Whard の 売7 

の… PC 民定リフト A 巧を！；;イソか-*■巧ほ的;。け''- ドが 中 itsn ま 
が. 

•> 巧ム岛*■さ mx 含せ ：)ii 巧けなで竹か-ル巧打 t わがが 
$ 田因析 してくださし、 

历 7 度 WW して柏げヴウげ-卜で#7し a す。 

L 苗 

1 *7 1 レ' 


[完了]をクリックしてインストールを終了して 
ください。 

再度インス!^ールする場合は、インス!'ールの操 
作を最初からやり直してください。 


■ FOMA PC 設定ソフトのバージョン情報の確認じつ 
いて 


FOMA 通信設定ソフト起動後、「メニュー」 ► 
r パージョン情報 J を順にクリックする 

次の画面が表示され 、 FOMA PC 設定ソフトのバー 
ジョン情報が確認できます。 



通信の設定を行ラ 


パケット通信に関する各種の設定をします。 

-設定前に FOMA 端末がパソコンに正しく接続され 
ていることを確認してください。一 P 4 
•Windows Me、Windows 98 SE では 、 FOMA 端末に割 
り当てられている COM ポートの番号が COM 20 より 
大きい場合、 APN 情報の取得、書き込みができませ 
ん。その場合は、設定に「ハイバーターミナル」を 
使用します。「接続先 ( APN ) を設定する」一 P 30 
-本 FOMA 端末は、 64 K データ通信に対応していま 

せ ル。 





















IFOMA PC 設定ソフトを起動する 

1•「スタート」►「プログラム J ►「FOMA PC 設定 
ソフト J ►「FOMA PC 設定ソフト」を順にクリッ 
クする 

■ Windows XP の場合 

「スタート_1 ► 「すべてのプログラム J ► 

ITOMA PC 設定ソフト J ►「FOMA PC 設定ソフ 
卜 J を順にクリックする 

FOMA PC 設定ソフトが起動します。 

- mopera U を利用したバケッ ト 通信設定方法 
^右記 

-その他のプロバイダを利用したパケット通信設 
定方ま一 P 18 



データ通信 マニュアル 


L かんたん鼓定 「mopera U 么利巧したパケッ 

卜通信設定方法」 

通信速度最大 384 kbps (受信側）のバケット通信の設 
定を行います。 FOMA 端末を使用したインターネッ 
卜接続には、ブロードバンド接続オプションや国隙 
口ーミングなどに対応したドコモのインターネット 
接続サービス 「 moperaU 」 が便利です（別途お申し 
込みが必要です)。使用した月だけ月額使用料がかか 
るプランもございます。 

-バケット通信について：受信最大 384 kbps 、 送信最 
大 64 kbps のバケット通信が可能です。送受信した 
データ量に応じて通信料金が計算されますので、 
時間を気にせずデータ通信ができます。通信環境 
やネットワークの混雑状況の影響により通信速度 
が変化するベストエフオートによる提供です。 

•本 FOMA 端末では、ドコモのインターネット接続 
サービス 「 mopera 」 はご利用いただけません。 

-パケット通信を利用して画债を含むホームページ 
の閲幫、ファイルのダウンロードなどのデータ量 
の多い通信を行うと、通信料金が高額になります 
のでご注意ください。 

-通信設定ファイルのインストールを開始する前に、 
他のソフトウ X アが稼動していないことをご確認 
ください。他のソフトウ X アが稼動している場合 
は、ソフトウェアを終了させた後にインス!'ール 
を開始してください。 


次のぺージへ続く 


















トタ通信マニュァル 

1. [かんたん設定]をクリックする 

2. 「バケツト通信 J を選択 ► [次へ]をクリックする 


3. rrmopera UJ への接続」を選が ► [次へ]をク 
リックする 

rmopera UJ LU 外の接続先をご利用のお客様は、 

門8を参照してください。 

rmopera U 」 をご利用いただく場合は、お申し込み 
が必要となります（有料)。 

-本 FOMA 端末では、ドコモのインターネット接 
続サービス rmopera 」 はご利巧いただけません。 
rffmoperail への 接続」は還択しないでください。 

4. rmopera UJ をご契約済みの場合は[はい]をク 
リックする 


U のご更幻 


み ホ！?め®巧合はこ中旧て—きません。詳し"かル巧こ’き昭くだみん） 
|[な(、州"…’…|| 化々」 


5. [OK] をクリックする 

パソコンに 接続された FOMA 端末から接続先 ( APN ) 
設定を取得します。しばらくお待ちください。 

端末設定取得が完了すると、「ダイヤルアップ作 
成」画面が表示されます。 

3番目の接続ホ （ APN ) が rmopera U 」 用の接続 
先に変更されます。 
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6•「接続名 J 欄にを続名を入力►[次へ]をクリッ 
クする 

作成している接続設定に任意の名前を設定します。 
-「接続名」欄に次の半角文字は入力できません。 
¥/:*?<> |" 



マ. [次へ]をクリックする 

riTmopera UJ への接続」を選巧した場合、「ユーザー 
名」「バスワード」の各欄は空欄でも接続できます。 

■ Windows XP、Windows 2000の場合 

Windows XP および Windows 2000 の 場合は、 ユー ザー 
の選 t 尺を任意で行ってください。 Windows Me および 
Windows 98 SE の 場合は、使用可能 ユーザーの 選択は 
衷小されません。 



















8. r 最適化を巧う」をチェック ► [かへ]をクリッ 
クする 

パケット通信に必要な 「 W - TCP 設定」を最適化し 
ます。既に最適化されている場合じは、最適化の 
確認画面は表示されません。その場合は操作9に 
進みます。 


9.設定情報を確認►[完了]をクリックする 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容 
に誤りがないことを確認してから、[完了]をク 
リックしてくださし、。 

設定内容を変更する場合は[戻る]をクリックし 
ます。 

-「デスクトップにダイヤルアップの シヨー トカッ 
卜を作成する」をチ X' ソクすると、デスクトップ 
じショートカツトが作成されます。 


10. [0 K ] をクリックする 

「最適化 J の設定を変更した場合、設定変更を有 
劲にするためにパソコンを再起動する必要があり 
ます。再起動の選択画面が表示された場合は[は 
し、]をクリックしてください。 

設定完了後、通信を巧います。一 P 20 


データ通信マニュアル 


L かんたん設定「その他のプロバイダを利用 

したパケット通信設定方法」 

通信速度最大 384 kbps (受信側）のパケット通信の 

設定を巧います。 

-パケット通信について：受信最大 384 kbps 、 送信 
最大 64 kbps (—部機種を除く）のパケット通信が 
可能です。送受信したデータ量に応じて通信料金 
が計算されますので、時間を気にせずデータ通信 
が行えます。通信環境やネットワークの混雑状況 
の影響により通信速度が変化するベストエフオー 
卜による提供です。 

-パケット通信を利用して画债を含むホームページ 
の閲幫、ファイルのダウンロードなどのデータ量 
の多い通信を行うと、通信料金が高額になります 
のでご注意ください。 

1. [かんたん設定]をクリックする 


2. 「バケツト通信」を選が ► [次へ]をクリックする 


3•「その他 J を選択 ► [次へ]をクリックする 


4. にのをクリックする 

パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 ( APN ) 
設定を取得します。しばらくお待ちください。 

5. 「接続名 J 欄に接続名を入力する 

作成している接続設定に任意の名前を設定します。 

-「接続名」欄に次の半角文字は入力できません。 

¥/： *?く> r 


次のぺージへ続く 18 





データ通信マニュアル 

-「発信者番号通知を行う」をチェックすると、 
通信時、接続先に発信者番号を通知します。 



6. 限続先 ( APN ) 設定] ► [追加]の順にクリッ 
クし、接続巧 ( APN ) を設まする 

ご利用のプロバイダの FOMA パケット通信に対応 
した接続先 CAPN ) を正しく入力して、にのを 
クリックしてください。「接続先 CAPN ) 設定」 
画面に戻ります。 

-接続先には、半角文字で英数字、ハイフン（-)、 
ピリオド （.） のみ入力できます。 

-接続先 （ APN ) は、 cid の1、2、4〜10じ登録で 
きます。お買い上げ時、 dd 3 じは 「 mopera . net 」 
が登録されています。 
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[詳細設定]をクリックして 「 IP 接続」を選択 
します。本 FOMA 端末は接続方式 (PDP type ) 

の設定は、 「 IP 接続」のみに巧応していますので、 
「 PPP 接続」は選択しないでください。 



7•接続巧を選択 ► [ OK ] をクリックする 

「パケット通信設定」画面に戻ります。 

8. [詳細情報の設定]をクリック ► TCP / IP を設定 
► [ OK ] をクリックする 

接続先の 「 IP アドレス」「ネームサーバー」の設定を 
行います。プ□バイダや LAN などのダイヤルアップ 
情報として入力が必要な場合は、プ□バイダやネッ 
トワーク管巧者の指示に従って各種情報を入力して 
ください。 

9. r 接続巧 （ APN ) の選択」欄で接続先 （ APN ) を 
確認 ► じ欠へ]をクリックする 


10.ユーザー名、パスワードを入力 ► [次へ]をク 
リックする 






















■ Windows XP、Windows 2000の場合 
Windows XP および Windows 2000の場合は、ユーザー 
の選択を巧意で行ってください。 Windows Me および 
Windows 98 SE の場合は、使用可能ユーザーの選巧は 
衷ルされません。 

ユーザー名、パスワードは、プロバイダから提供 
された各種情報を、大文字/小文字などじ注意し、 
正確に入力してください。 



11. r 最適化を行う J をチェック ► [次へ]をクリッ 
クする 

パケット通信に必要な rw-TCP 設定」を最適化し 
ます。既に最適化されている場合には、この画面 
は表示されません。その場合は操作12に進みます。 


データ通信マニュアル 



12.設定情報を確認 ► [完了]をクリックする 

設定された内容が一寶で表示されます。設定内容 
に誤りがないことを確認してください。 

設定内容を変更する場合は[戻る]をクリックし 
ます。 

-「デスクトップ[こダイヤルアップの シヨー トカッ 
卜を作成する」をチェックすると、デスクトップ 
にショートカツトが作成されます。 


13•に K ] をクリックする 

「最適化」の設定を変更した場合、設定変更を有 
劾にするためじパソコンを再起動するぶ、要があり 
ます。再起動の選択画面が表示された場合は[は 
い]をクリックしてください。 

設定完了後、通信を巧います。^下記 


設定した通信を実行する 


FOMA PC 設定ソフトで設定した通信の実行や切断の 
方法について説巧します。 

-通信する前に FOMA 端末がパソコンに正しく接続 
されていることを確認してください。一 P 4 
•通信するときは、設定に使用した FOMA 端末を接 
続してください。異なる FOMA 端末を接続した場 
合は、通信設定ファイルの再インストールが必要 
な場合があります。 


次のぺージへ続く 20 



















トタ通信マニュァル 

1. パソコンのデスクトップの接続アイコン ^ 

をダブルクリックする 

デスクトップに接続アイコンが表示され WMn 

ていない場合は、次の操作を行ってください。 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「すべてのプログラム」►「ア 
ク七サリ」 ► 「通信 J ► 「ネットワーク接続 J 
を順にクリックし、 FOMA 端末の通信巧に設定し 
た接続巧をダブルクりックする 

■ Windows 2000の場合 

「スタート_1 ► 「プ□グラム J ► 「アク七サ 
■JJ ► 「通信 J ► 「ネットワークとダイヤルアッ 
プ接続」を順にクリックし、 FOMA 端末の通信巧に 
設定した接続巧をダブルクリックする 

■ Windows Me/Windows 98 SE の場合 

「スタート_1 ► 「プログラム J ► 「アク七サ 
■JJ ► 「通信 J ► 「ダイヤルアップネット 
ワーク」を順にクリックし、 FOMA 端末の通信巧 
に設定した接続巧をダブルクりックする 

2. [ダイヤル]をクリック ► 接続を実行する 

-「ダイヤル」欄の接続先の番号の先頭に「186」 

が表示されている場合は、「186」を削除してか 
ら[ダイヤル]をクリックしてください。 
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- 「『 moperaUJl への接続」を選択した場合は 
「ユーザー名」「パスワード」の各欄は空欄のま 
ま、[ダイヤル]をクリックしても接続できま 
す。その他のプロバイダやダイヤルアップ接続 
を選がした場合は、「ユーザー名」「パスワード」 
の各欄に入力し、[ダイヤル]をクリックして 
ください。 

■ユーザー名とバスワードの保存、またはパスワー 
ドの保存をチ X ックすると、次回からは入力を省 
略できます。 

■ OS の種類じよっては、ダイヤルアップを接続す 
ると接続の完了画面が表示されます。ただし、 

J ； (前に接続完了のメッセージを表示しない設定 
にした場合は、完了画面は表示されません。 


I 切断のしかた 

インターネットブラウザを終了しただけでは通信回 
線が切断されない場合があります。次の操作で確実 
に切断してください。 


1.パソコンのタスクトレイのダイヤルアップ 
アイコンをダブルクりックする 

接続状態を示す画面が表示されます。 


因 


2. [切断]をクリックする 

接続が切断されます。 




おならせ 

•パソコンじ表示される通信速度は、実隙の通信速度と 
は異なる場合があります。 

ネットワークに接続できない場合について 
ネットワークじ接続できない（ダイヤルアップ接続 
ができない）場合は、まず次の項目について確認し 
てください。 

■ FOMA L 600 がパソコン上で認識できない 

-お使いのパソコンが動作環境 （ P 2) を満たして 
いるかを確認してください。 

- FOMA L 600踊信設定ファイルがインス I ルさ 
れているか確認してください。 

- FOMA 端末がパソコンに接続され、電源が入っ 
ているか確認してください。 

• FOMA USB 接続ケーブル（別売）が、しっかり 
と接続されていることを確認してください。 
■相手先に接続できない 

•ID (ューザ名）やバスワードの設定が正しいか 
どうか確認してください。 

-接続先の APN が正しいかどうかを確認してくだ 
さし、。 
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FOMA PC 設定ソフトを 
アンインス!ルする 


Windows XP、Windows 2000で 「FOMA PC 設定ソフ 
卜」のアンインストールを行う場合は、必ずバソ 
コンの管理者権限を持ったアカウントで行ってく 
ださい。それ];■(外のアカウントでアンインス! 

ルを行うとエラーになります。パソコンの管理者 
権限の設定については、各パソコンメーカー、マ 
イクロソフト社にお問い合わせください。 


I アンインス I -ー ルを実行する前に 
FOMA PC 設定ソフトをアンインス I ルする前に、 
FOMA 用じ変更されたパソコンの状態を元に戻す必 
要があります。 


i.rw-TCP 設定」を常なさせないようにする 

パソコンのタスクトレイの团を右クリツクして、 
ポップアップ/ニューから「常駐させない」をク 
リックします。 


2.起動中の 「FOMA PC 設定ソフト J 「 W - TCP 設定 J 
を搂了させる 

「FOMA PC 設定ソフト」や 「 W - TCP 設定」の起動 
中にアンインス!ルしようとすると、アンイン 
ス I ^ールの中断画面が表示されます。その場合は、 
[ OK ] をクリックしてそれぞれのプログラ厶を終 
了した後、アンインス!^ールを行います。 
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I アンインストールする 

1. Windows の「アプリケーシヨンの追加と削除 J を 
起動する 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「コントロールパネル」►「プ 
ログラムの追加と削除」を順にクリックする 

■ Windows 2000 、 Windows Me、Windows 98 SE の場合 

「スタート_1 ► 「設定 J ► 「コントロールパネ 
ル」 ► 「アプリケーシヨンの追加と削除」を順に 
クリックする 

Windows Me、Windows 98 SE の場合は「アプリケー 
シヨンの追加と削除のプロバティ」が表示されま 
す。 


2. 「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト J を選択 ► 
[変更と削除]をクリックする 

3. 削除するプログラム名を巧認^ [はい]をクリッ 
クする 

アンインス I 'ールが開始されます。 



4. [ OK ] をクリックする 

FOMA PC 設定ソフトのアンインス トールが終了し 
ます。 
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「 W - TCP 最適化」の解除 

「 W - TCP 最適化 J がされている場合は、次の画面が 
表示されます。アンインストールする場合は[はい] 
をクリックしてください。 W - TCP 最適化の解除は再 
起動後に行われます。 



W - TCP 設定 


IW-TCP の役割 

「 W - TCP 設定」は FOMA ネットワークでパケット通信 
を行う隙に、 TCP / IP の伝送能力を最適化するための 
「 TCP パラメータ設定ツール」です。 FOMA 端末の通 
信性能を最大限に活用するには、このソフトウエア 
による通信設定が必要です。 

I 最適化の設定と解除 

Windows XP の場合 

Windows XP の場合は、ダイヤルアップごとの最適化 
設定が可能です。 





















通信設定ファイルのインス I 'ールを開始する前に、 
他のソフトウェアが稼動していないことをご確認 
ください。他のソフトウェアが稼動している場合 
は、ソフトウェアを終了させた後にインス!ル 
を開始してください。 


1. プログラムを起動する 
■ 「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場合 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面の [ W - TCP 設定] 
をクリックする 


こ l-TC 间定ゾ 


篇房ホ (APN) をを 


FOMA バケツトぶきをが巧するちめ、バン巧の 
巧 (HS®? る渐ヒしまず。 

バケツト连 (f を巧う陌こ必要な按ほ巧け阳）の 
段ちを巧います。 


X ブ巧-をぶ沪ゴ巧巧し、設定中!さ FOMWSsR を 


■タスク トレイから操作する場合 

パソコンのタスクトレイの团をクリックする 
2.次の操作を巧ラ 


■ システ厶設定が最適化されていない場合 

「 W - TCP 設定」画面で[最適化を行う]をクリッ 
クする 

「 W - TCP 設定（ダイヤルアップ)」画面が表示され 
ます。最適化するダイヤルアップを選択して[実 
行]をクリックすると、システム設定、ダイヤル 
アップ設定それぞれの最適化が実行されます。 
システム設定の最適化は、画面表示に従ってパソ 
コンを再起動した後、有効になります。 
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■ システム設定が最適化されている場合 

「 W - TCP 設定（ダイヤルアップ)」画面が表示され 
ます。システム設定を変更する場合は「最適化」 
欄の設定を変更します。 

システム設定の最適化は、画面表示に従ってパソ 
コンを再起動した後、有効になります。 

■最適化を 解除する場合 

i)rw-TCP 設定（ダイヤルアップ)」画面で[シ 
ステム設定]をクリックする 


2) [最適化を解除する]をクリックする 

画面表示じ従ってパソコンを再起動した後、最 
適化が解除されます。 


接続先 （ APN ) の設定 


パケット通信の接続ホ ( APN ) を設定します。 

接続先 ( APN ) は10件まで設定でき、1〜10の接続 
先 ( APN ) を管理する登録番号 （ cid ) を付けます。 
•設定する前に FOMA 端末とパソコンが正しく接続 
されていることを確認してください。一 P 4 


1 .「FOMA PC 設定ソフト J の起動画面で限続巧 
( APN ) 設定]をクリックする 


li アル S 巧 
■ -TCP 設ぞ 


こ 》房巧け PM) まを 


I . バケッ巧挥そ巧う店に必至な巧扬巧 WN, 0 


* ブログラムを鸟こ FOMA がち田巧を中は FOMA 苗ホさ 


次のぺージへ続く 














トタ通信マニュァル 

2. FOMA 端末設定巧得面面で [0 K ] をクリックする 

パソコンに 接続された FOMA 端末から接続先 (APN) 
設定を取得します。 

3. 接続巧 （ APN ) の設定をする 

- FOMA 端末が接続されていない場合は、画面が 
表でされません。 



I 接続先 ( APN ) の追加-編集-削除 

■接続 先 (APN) を追加する場合 

i . r 接続先 （ APN ) 設定」画面で[追加]をクリッ 
クする 

■登録済みの 接続先 CAPN) を編集する場合 

1. r 接続巧 （ APN ) 設定」画面で編集する接続巧 
( APN ) を一 覧 から選が ► [編集]をクリック 
する 
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■登録済みの 接続先 (APN) を削除する場合 

1. 「接続巧 （ APN ) 設定 J 面面で削除する接続巧 
( APN ) を一 覧 から選択 ► [削除]をクリック 
する 

-登録番号 （cid) 3じお買い上げ時に登録されて 
いる接続先 （APN) の FmoperanetJ も削除さ 
れますので、ごま意ください。 

Iファイルへの保存 

FOMA 端末に登録された接続先 CAPN) 設定のバッ 
クアップや、編集中の接続先 CAPN) 設定の保存が 
できます。 

I . r 接続巧 （ APN ) 設定」画面で「ファイル J ► 
「上書き保存 J /「名前を付けて保存」を順にク 
リックする 

Iファイルからの読み込み 

パソコンに保存されている接続先 （APN) 設定の再 
編集や、 FOMA 端末に書き込みができます。 

I . r 接続巧 （ APN ) 設定」画面で「ファイル J ► 
「開く」を順にクリックする 

IFOMA 端末への接続先 (APN) 情報の書き 

込み 

表示されている接続先 (APN ) 設定を FOMA 端末に 
書き込むことができます。 



















I . r 接続巧 （ APN ) 設定 J 面面で [ FOMA 端末へ設 
定を書き込む]をクリックする 

「上書きの確認」画面が表示されます。 


2. [はい]をクリックする 


IFOMA 端末からの接続先 ( APN ) 情報の読 

み松み 

パソコンに接続されている本 FOMA 端末の接続先 
CAPN ) 情報のみ読み込むことができます。 

i . r 接続先 （ APN ) 設定 J 面面で「ファイル」 ► 
「 FOMA 端末からの設定を取得 J を順にクリックす 
る 

「 FOMA 端末設定取得」画面が表示されます。 


2. [0 K ] をクリックする 

I ダイヤルアップ作成機能 

追加/編集された接続先 ( APN ) からパケット通信 

ダイヤルアップを作成して、 FOMA 端末へ書き込む 

ことができます。 

i . r 接続巧 （ APN ) 設定」面面で追加/編集された 
を続巧 （ APN ) を選択 ► [ダイヤルアップ作成] 
をクリックする 

FOMA 端末設定書き込み確認画面が表示されます。 
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2. [はい]をクリックする 

FOMA 端末へ接続先 （ APN ) 情報の書き込みが終 

了した後、 [0 K ] をクリックすると「バケット通 

信用ダイヤルアップの作成」画面が表示されます。 

3•任意の接続名を入力 ► [アカウント•パスワード 

の設定]をクリックする 

- rmopera UJ の場合は空欄でも接続できます。 

4•ユーザー名、パスワードを入力 ► [ OK ] をクリッ 

クする 

ダイヤルアップの作成が完了します。 

■ Whdows XF*、Windows 2000の場合は Whdows に 口 
グオンできるユーザーに対して使用可能ユーザー 
を任意で選択します。 

-ご利用のプロバイダより IP 情報、 DNS 情報が指 
示されている場合は、「パケット通信用ダイヤ 
ルアップの作成」画面で[詳細情報の設定]を 
クリックして、必要な情報を登録した後、[〇の 
をクリックします。 


おならせ 

•接続先 （ APN ) は、 バソコ ンに接続される FOMA 端末に 
登録される情報です。そのため、異なる FOMA 端末をパ 
ソコンに接続した場合は、そのたびに接続先 （APN) 
を登録する必要があります。 
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通信ポートを指定する 


手動で通信設定を巧うときなどのために FOMA 端末 
じ割り当てられたパソコンの COM ポートを指定でき 
ます。 

1. FOMA PC 設定ソフトの起動面面で「メニュ ー 」 

► 「通信設定」を順にクリックする 

2. 「 COM ポート指定」を遷択する 



3. rCOMJ 欄をクリック ► COM ポート蓄号を遵巧 
► [0 K ] をクリックする 

選択した COM ポートが設定されます。 

• COM ポートの確認方法は、 P 28 を参照してくだ 
さい。 


27 


ダイヤルアツプネツトワ -ク の設定 


FOMA PC 設定ソフトを使用しないパケット通信のダ 
イヤルアップ接続の設定方まについて説巧します。 

1 FOMA PC 設定ソフトを使用しない場合の 

ダイヤルアップ設定の流れ 



接続先 ( APN ) を設定する一 P 30 



AT コマンドを使巧してその他の設定をする一 P 45 I 



ダイヤルアップの設定をする 


•Windows XP の場合一 P 32 • Windows 2000の場合一 P 36 
■Windows Me/"Windows 985£の場合ード41 
※設定内容の詳細については、プロバイダまたはネットワーク管理 
者にお問い合わせください。 



接続する 一 P 44 































に OM ポ~卜 を確認する 

バケット通信の接続先 ( APN ) の設定を行う場合、通 
信設定ファイルのインストール後に組み込まれた 
「FOMA L 600 i Modem 」 （モデム）の COM ポート番号を 
指定する必要があります。ここでは COM ポート潭号 
の確認ちまに ついて 説明します。確認した COM ポー 
卜は接続先 ( APN ) の設定 （ P 30) で使用します。 

-ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 
をご利用になる場合は、接続先 ( APN ) の設定が 
不要なため、 COM ポートの確認は不要です。 
•Windows Me、Windows 98 SE では 、 FOMA 端末に割 
り当てられている COM ポートの番号が COIV 120 より 
大きい場合 、 FOMA PC 設定ソフトを利用して APN 
情報の取得、書き込みを行うことができません。そ 
の場合は、設定に「ハイバーターミナル」を使用し 
ます。「接続ホ （ APN ) を設定する」一 P 30 

接続先 ( APN ) と登録香号 ( cid ) について 
パケット通信の接続には、通常の電話番号の代わり 
に接続先 ( APN ) を使用します。 

•接続先 ( APN ) はパソコンから FOMA 端末に登録 
します。1〜10の登録番号 （ cid ) を付けて登録し、 
その登録番号 ( cid ) は接続先番号の一部として次 
のように使用されます。 


く例：登録番号 （ cid ) が1の接続巧番号> 

本99ホ水牟1# 
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-お買い上げ時、加3には Fmopera UJ の接続先 
( APN ) rmopera . netJ が登録されています。 

Windows XP で COM ポートを確認する 

1•「スタート J ►「コントロールパネル」を順にク 
リックする 


2•「コントロールパネル」の「プリンタとその他の 
ハードウエア J ► 「電話とモデムのオプション」 
を順にクリックする 

3. r 所在地情報」画面が表示された場合は、「巿か局 
蚕/エリアコード J を入力 ► [ OK ] をクリック 
する 


4•「モデム J タブをクリックし 、 rrOMA L 600 i 
ModemJ の「接続巧 J 欄の COM ポートを確認 ► 
[ OK ] をクリックする 

•表示される内容および COM ポートの番号は、お 
使いのパソコンによって異なります。 
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Windows 2000で COM ポートを確認する 

1. 「スタート J ►「設定」►「コント□-ルパネル J 
を順にクリックする 

2. 「コントロールパネ J レ」の「電話とモデムのオプ 
シヨン J アイコンをダブルクリックする 

3. r 巧在化情報」画面が表示された場合は、「市外局 
番 J を入力 ► [ OK ] をクリックする 

4. 「モデム J タブをクリックし、 「 FOMAL 600 i 
Modem 」 の「挽廣先 J 欄の COM ポートを確認 ► 
[ OK ] をクリックする 

•表示される内容および COM ポートの番号は、お 
使いのパソコンによって異なります。 
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Windows Me/Windows 98 SE で COM ポートを 

確認する 

1•「スタート」►「設定 J ►「コントロールパネル」 
を順にクリックする 

2•「コントロールパネル J の「モデム」アイコンを 
ダブルクリックする 

コントロールバネルに「モデム」アイコンが表示 
されないときは「すべてのコントロールパネルの 
オプションを表示する」をクリックします。 

3 .「FOMA L 600 i ModemJ が七ットアップされてい 
ることを巧認^「検出結ち J タブをクリックする 






























4 .「FOMA L 600 i ModemJ が設定されている COM ポー 
卜を確認 ► [ OK ] をクリックする 

•表示される内容および COM ポートの番号は、お 
使いのパソコンによって異なります。 
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I 接続先 ( APN ) を設定する 
接続先 ( APN ) を設定するには、 AT コマンドを入力 
するための通信ソフトが必要です。ここでは 
Windows 標準添付の「ハイパーターミナル J を使っ 
た設定方法を説明します。 

•設定する前じ FOMA 端末とパソコンが正しく接続 
されていることを確認してください。一 P 4 
-パケット通信を行う場合の接続先 ( APN ) を設定 
します。接続先 ( APN ) は最大10件設定できます。 
- rmopera UJ J ； (外の接続先 ( APN ) については、 
プロバイダまたはネットワーク管理者にお問い合 
わせください。 

• P 31 の操作日];■(降、「ハイパーターミナル」で入力 
した AT コマンドが表示されないことがあります。 
このようなときは、 

ATElS 

と入力すれば、降に入力する AT コマンドが表 
示されるようになります。 

く 例 ： Windows XP の設定方法> 

1•「スタート J ►「すべてのプログラム」►「アク 
七サリ」 ► 「通信」 ► 「ハイパーターミナル J 
を順にクリックする 

ハイパーターミナルが起動します。 
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■ Windows 2000 、 Windows Me の場合 

「スタート_1 ► 「プログラム J ► 「アク七サ 
リ」 ► 「通信」 ► 「ハイパーターミナル J を順 
にクリックする 

■ Windows 98 SE の場合 

「スタート_1 ► 「プログラム J ► 「アク七サ 
リ」 ► 「通信」 ► 「ハイパーターミナル J を順 
にクリックし、 「 Hypertrm . exe 」 をダブルクリッ 
クする 

2.「名前」欄に任意の名前を入力 ► [ OK ] をクリッ 
クする 

ここでは例として 「 FOMA 」 と入力します。 



3. r 接続方法」欄をクリックして FOMA 端末に割り 
当てられた COM ポート番号を遵巧 ► [ OK ] をク 
リックする 
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に OM ポートを確認する」 （ P 28) で確認した 
COM ポートの番号を選がします。 


■ 「FOMA L 600 i Modem 」 の COM ポートを選ができな 
し、場合 

次の操作を行ってください。 

1) [キャン七ル]をクリックする 

「接続の設定」画面が終了します。 

2) r ファイル」をクリック►「プロパティ J を選 
択する 

3) 「 FOMA のプロパティ」画面の「接続の設定」 
タブの「接続方法 J 欄をクリック ►「FOMA 
L 600 i Modem J を選がする 


4) r 国/化域番号と巿外局番を使う J のチェック 
をかす 


5) [ OK ] をクリックする 


ん COM ポートのプロパティ面面で [ OK ] をクリツ 
クする 

5•接続巧 ( APN ) を入力 ► 田を押す 

AT + CGDCONT 二く仁ば>，'’1ド">ド1\1"の开ミ式で入力しま 
す。〈加>と' ' APN " の部分には、それぞれ次の情報 
を任意で入力してください。 " IP " はそのまま入力し 
ます。 

入力後、 「 OK 」 と表示されれば、接続先 ( APN ) 

の設定は完了です。 














•〈 cid >，" l 、 2、 4 〜 10 までのうち任意の番号を乂 
力します。 

既に cid が設定してある場合は設定が上書きされます 
のでごま意くださし、。 

- " APN " …接続先 CAPN ) を""で囲んで入力します。 

く 例： cid の 2 に XXX.net という APN を設定する場合> 

AT + CGDCONT こ 2，" IP "，" XXX . net " 

6. rOKJ と表示されたことを巧認►「ファイル J 
► 「ハイパーターミナルの終了 J を順にクリック 
する 

ハイパーターミナルが終了されます。 

-接続の切断確認画面が表示される場合は、[は 
い]をクリックします。 

-保存確認画面が表示されますが、保存する必要 
はありません。 

AT コマンドで接続先 （ APN ) 設定をリ七ットするとき 
指定した cid の接続先 （ APN ) をリセットするときは、 
次のように入力します。 

AT + CGDC 0 NT 二く cid〉g 

AT コマンドで接続先 ( APN ) 設定を確認するとき 

現在の設定内容を表示させるときは、次のように入 
力します。 

AT + CGDCONT ? 田 


データ a 信マニュアル 


ダイヤルアップの設定を行う 


く例： 〈 cid 〉=3 を使いドコモのインターネット接続サー 
ビス fmopera UJ へ接続する場合> 

- Fmopera UJ J ； (外のプロバイダに接続する場合の設 
定内容については、プロバイダまたはネットワーク 
管理者へお問 L ^合わせください。 

iWindows XP でダイヤルアップの設定を巧う 

1•「スタート J ►「すべてのプログラム」►「アク 
七サリ」 ► 「通信」 ► 「新しい抬质ウイザード J 
を順にクリックする 


2 .r 新しい接続ウイザード J 画面で[次へ]をクリッ 
クする 


抚しい苗反ウィブード 



巧しい接括かザ-ドの巧お 

こがげ-巧なキ妨巧はホ 

• イントわ卜へ CMBSS 

• 巧巧で化わの-报どの乃 •< ベ-トネッのづへ如*沒 

巧円すな況:け^： S クわ5して巧む)。 

- 1 ;れ(が> 1 1わソ2ル1 
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3. 「インターネットにを続する」を選が ► [次へ] 

をクリックする 

4. 「接続を手動で七ットアップする J を選択►[次 
へ]をクリックする 

5. 「ダイヤルアップモデムを使巧して接続する J を 
選択 ► [次へ]をクリックする 

6. 「デバイスの選が J 面面が表示された場合は、「モ 
デムー FOMA L 600 iModemJ を選択 ► [次へ]を 
クリックする 

-「デバイスの選択」画面は、複数のモデ厶がイン 
ス I 'ールされているときのみ表示されます。 

7. nsp 名 J 欄に任意の名前を入力 ► [次へ]をク 
リックする 
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8.「電話番号 J 欄に接続先の香号を入力►[次へ] 

をクリックする 

-接続先の番号には、先頭に「186」または「184」 
を付けないでください。 



9•接続の巧巧範囲を選が ► [次へ]をクリックする 

ユーザーの選がを任意で行ってください。 

- 0 S の設定によってはこの画面が表示されない場 
合があります。その場合は操作10に進みます。 





この«巧巧1賦そるユーザ-«巧定しをす： 






























lo . r ユーザー名」 r パスワード」 r パスワードの巧認 
入力 J の各欄に入力 ► [巧へ]をクリックする 

「ユーザー名」「パスワード」「パスワードの確認 
入力」の各欄にプロバイダまたはネットワーク 
管理者から指定された設定を入力します。 

「 moperaU 」 じ接続する場合は空欄でも接続できます。 



11. [完了]をクリックする 

1 2. r スタート」►「すべてのプログラム J ►「アク 
七サリ J ► 「通信 J ► 「ネットワーク接続」を 
順にクリックする 


データ通信マニュアル 


13•作成したダイヤルアップのアイコンを遷択 ► 
「ファイル J ► 「プロパティ J を順にクリックす 
る 



• i 4. r 全般 J タブで設定を確認する 

パソコンに2台 J ； (上のモデムが接続されている場合 
は、「接続方法」欄で「モデム - FOMA L 600 i Modem 」 
のみにチ： L 、 ソクが付いていることを確認します（チ 
ェックが付いていない場合じは、チェックします)。 

-「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いてい 
ないことを確認します（チェックが付いている 
場合は、チ X ックを外します)。 
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i 5. r ネットワーク」タブをクリックし、各種設定を 
巧ぅ 

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 
rpPRWindows 95/98/ NT 4/2000 ,lnternetJ を選択 
します。 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イン 
夕ーネットプロトコル( TCP / IP )」を選択します。 

- 「 QoS パケットスケジューラ」は設定を変更で 
きません。 
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巧巧 

吃泛咖ブロト] が イン 9-わト ブロト ：Lk 瞄}«*?れた激まな 
ネク ト]-り面® a 巧封！供する.版 cw イド II丹わ ドトウ フ ロト 
コルです。 



16•[設定]をクリックする 


17•すべてのチェックをかし、 [ OK ] をクリックする 



18. r ネットワーク J タブ面面で [ OK ] をクリック 
する 













































IWhdows 2000でダイヤルアップの設定を巧う 

1•「スタート」►「プログラム」►「アクセサリ J 
► 「通信 J ► 「ネットワークとダイヤルアップ 
を続 J を順にクリックする 


2. 「ネットワークとダイヤルアップ接続 J 
面面で「新しい接続の作成」アイコン 
をダブルクリックする 



巧し磯倚の 


3. r 所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局 
番 J を入力 ► [ OK ] をクリックする 

「所在地情報」画面は操作2で「新しい接続の作成」 
をはじめて起動したときのみ表示されます。 

2回目な降はこの画面は表示されず、操作日の「ネッ 
トワークの接続ウイザード」画面が表示されます。 


4.「電話とモデムのオプション J 面面で [ OK ] をク 
リックする 


5.「ネットワークのを続ウイザード J 面面で[次へ] 
をクリックする 


データ通信マニュアル 



6•「インターネットにダイヤルアップ接続する J を 
選択 ► [次へ]をクリックする 

7. 「インターネット接続を手動で設定するか、また 
は口ーカルエリアネットワーク ( LAN ) を使って接 
続します J を選が ► じ欠へ]をクリックする 

8. 「電話回線とモデムを使ってインターネットにお 
続します」を選が ► [次へ]をクリックする 

9. 「インターネットへの接続に使うモデムを選択す 
る」欄に rrOMA L 600 i ModemJ が表示されてい 
ることを巧認^ [なへ]をクリックする 

-この画面は、複数のモデムがインス!^ールされ 
ているときのみ表示されます。 

.「FOMA L 目00 i Modem 」 が表示されていない場 
合は、「インターネットへの接続に使うモデム 
を選択する」欄をクリックして 「FOMA L 目 OOi 
Modem 」 を選択します。 
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10. 「電話番号」欄に接続巧の番号を入力 ► [詳細 
設定]をクリックする 

「市外局番とダイヤル情報を使う」のチェックを 
外します。 

-接続先の番号には、先頭に「186」または「184」 
を付けないでください。 



11.^接続 J タブの各 I 頁目を画面例のように設定する 

rmopera UJ i ；! 外のプロバイダに接続する場合、 
「接続の種類」「ログオンの手続き」の各欄にプロ 
バイダまたはネットワーク管理者から指定された 
設定を入力します。 
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i 2. r アドレス」タブをクリックし、 IP アドレスおよ 
び DNS (ドゾインネームサービス）アドレスを画 
面例のように設定 ► [ OK ] をクリックする 

rmopera UJ i ； ■(外のプロバイダに接続する場合は、 
「 IP アドレス」 nsp による DNS (ドメインネームサー 
ビス） アドレスの自動割り当て」の各欄にプロバ 
イダまたはネットワーク管理者から指定された設 
定を入力します。 
































1 3. r インターネットアカウントの接続情報」画面で 
[次へ]をクリックする 

14. ユーザー名、パスワードを入力 ► [次へ]をク 
リックする 

「ユーザー名」「パスワード」の各欄にプロバイダ 
またはネットワーク管理者から指定された設定を 
入力します。 「 moperaU 」 に接続する場合は空欄 
でも接続できます。 

空欄の場合、ユーザー名やパスワードの空白を確 
認する画面が続けて表示されます。 

各画面で[はい]をクリックします。 
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i 5. r 接続名 J 欄に任意の名前を入力 ► [次へ]を 
クリックする 



i 6. r いいえ J を選択►[次へ]をクリックする 
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17•[完了]をクリックする 

「今すぐインターネットに接続するにはここを選 
び完了をクリックしてください」が表示される場 
合はチ X ックを外します。 



18•作成したダイヤルアップのアイコンを選が ► 「ファ 
イル J ► 「プロパティ J を順にクリックする 
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i 9. r 全破」タブで設定を確認する 

バソコ ンに2台 LU 上モデムが接続されている場合 
は、「接続の方ま」欄で「モデムー FOMA L 60 Oi 
Modem 」 のみにチェックが付いていることを確認 
します（チェックが付いていない場合じは、チェ 
ックします)。 

「ダイヤル情報を使ラ」にチェックが付いていない 
ことを確認します（チェックが付いている場合は、 
チェックを外します)。 























20 .「ネットワーク」タブをクリックし、各種設定を 
行う 

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 
rppp : Windows 95/98/NT4/2000, Internet 」 を選が 
します。 

「チェ'ソクボックスがオンになっているコンポーネ 
ントはこの接続で使われます」欄は「インターネッ 
トプロトコル （ TCP / P )」 のみをチ： L ックします。 


データ 通信 マニュアル 



21•[設定]をクリックする 

22•すべてのチェックをかし、 [ OK ] をクリックする 



23. r ネットワーク J タブの画面で [ OK ] をクリッ 
クする 
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トタ通信マニュァル 

[Windows Me/Windows 98 SE で ダイヤルアッ 

プの設定を巧う 

1. 「スタート J ►「プログラム」►「アク七サリ J 
► 「通信」 ► 「ダイヤルアップネットワーク J 
を順にクリックする 

2. 「ダイヤルアップネットワークへようこそ J 面面 
で[次へ]をクリックする 

この画面はダイヤルアップネットワークをはじめ 
て起動したときのみ表示されます。[次へ]をク 
リックして操作4に進みます。 

2回目な降はこの画面は表示されず、操作3の「ダ 
イヤルアップネッ ト ワーク」画面が表示されます。 

3. 「ダイヤルアップネットワーク J 面面 
で「新しい接続 J アイコンをダブルク 
リックする 

4. r 接続名 J 欄に任意の名前を入力 ► [次へ]をク 
リックする 

「モデムの選択」欄に 「FOMA L 600 i Modem 」 が表 
示されていることを確認します。 

- 「FOMA L 600 i Modem 」 が表示されていない場 
合は、「モデムの選が」欄をクリックして 
「FOMA L 目0 Oi Modem 」 を選択します。 



が CX 喘轿^ 
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5.「電話番号 J 欄に接続巧の番号を入力►[次へ] 

をクリックする 

「巿外局番」欄には入力しません。 

-接続おの番号には、先頭に「18目」または「184」 
を付けないでください。 



巧巧ホの更話毎号ち指定してく忘さい： 

巧巧巧《(巧： ち註さちの' 

[ ，] - 「《W … 3* 

国/化味 S を(ぶ 

[■日本®!)- ，] 



<戻る(0> [ ホへを0> I 


かン&レ」 


6•接続名（任意の名前）を確認 ► [完了]をクリッ 
クする 
































7 •「スタート」►「プログラム」►「アクセサリ J 
► 「通信 J ► 「ダイヤルアップネットワーク」 
を順にクリックする 

8.作成したダイヤルアップのアイコンを選が ► 
「ファイル」 ► 「プ□パティ J を順にクリックす 
る 



9. r 全胺」タブで「電話番号 J および「接続方法」 

を確認する 

「巿外局番とダイヤルのプ□パティを使う」のチェッ 
クを外します。 

「接続方ま」欄に 「FOMA L 600 i Modem 」 が表示さ 
れていることを確認します。 

- 「FOMA L 600 i Modem 」 が表示されていない場 
合は、「接続方ま」欄をクリックして 「FOMA 
L 600 i Modem 」 を選がします。 


データ通信マニュアル 



lo . r ネットワーク J タブをクリックして各種設定を行う 

「ダイヤルアップサーパーの種類」欄は 、 rppp : 
インターネット、 Windows 2000 / NT、Windows Me 」 
を選択します。 

「使用できるネットワークプロトコル」は「 TCP / IP 」 
のみをチェックします。 
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■ Windows 98 SE の場合 

「サーバーの種類」タブをクリックして各種設定 
を行う 

「ダイヤルアップサーバーの種類」欄は 「 PPP : イ 
ンターネット 、 Windows NT Server、Windows 98」 
を選択します。 

「使用できるネットワークプロトコル」は「 TCP / IP 」 
のみをチェックします。 
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11. r 七キュリティ J タブをクリックし、ユーザー名 
とパスワードを入力 ► [ OK ] をクリックする 

「ユーザー名」「パスワード」の各欄にプロバイダ 
またはネットワーク管理者から指定された設定を 
入力します。 「 moperaU 」 に接続する場合は空欄 
でも接続できます。 



■ Windows 98 SE の場合 

[ OK ] をクリックする 
































ダイヤルアップ接続する 


FOMA PC 設定ソフトを使わずじ、パケット通信のダ 
イヤルアップ接続をする方法について説巧します。 

-ダイヤルアップ接続の前に FOMA 端末と バソコ ン 
が正しく接続されていることを確認してくださ 
い。一 P 4 

く 例 ： Windows XP の場合> 

1•「スタート」►「すべてのプログラム J ►「アク 
セサリ J ► 「通信 J ► 「ネットワーク接続」を 
J 旧にクリックする 

2. 接続巧のアイコンをダブルクりックする 

P 33 の操作7で設定した ISP 名のダイヤルアップの接 
続先アイコンを選がして「ネットワークタスク」 

一「この接続を開始する」を順にクリックするか、 
または接続先のアイコンをダブルクリックします。 



データ通信マニュアル 



3•内容を確認 ► [ダイヤル]をクリックする 

接続中を示す画面が表示された後、接続の完了メッ 
セージが表示され、ダイヤルアップ接続が完了しま 
す。 

• Windows Me、Windows 98 SE の場合は、内容を 
確認して[接続]をクリックします。 


「ユーザー名」「パスワード」の各欄にプロバ 
イダまたはネットワーク管理者から指定された 
設定を入力します 。 「mopera U 」 じ接続する場 
合は、「ユーザー名」「パスワード」の各欄は空 
欄でも接続できます。 

接続の完了メッセージが表示されない場合は、 
接続先の設定を確認してください。 
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デ-夕通信マニュァル 


I 切断のしかた 

インターネットブラウザを終了しただけでは、通信 
回線が切断されない場合があります。次の操作で確 
実に切断してください。 


1.パソコンのタスクトレイのダイヤルアツ 
プアイコンをダブルクリックする 

接続状態を示す画面が表示されます。 


国 


2. [切断]をクリックする 

接続が切断されます。 


お矢日らせ 

•パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度と 
は異なる場合があります。 
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マンドについて 


AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の機能の設 
定や変更を行うためのコマンド（命令）です。 

IAT コマンドの入力形式 

AT コマンドの入力は、ハイパーターミナルなどの通 
信ソフトのターミナルモード画面で行います。 

. ターミナルモードとは、パソコンで入力された文 
字が通信ポートに接続されている回線に送信され 
るモードのことを示します。 


■入力 例： 

ATD :*99 牟ホネ1#31 

■入力 時のを意： 

-必ず半角英数字で入力してください。 

■ AT コマンドを 入力するときは、 パラメータ （設 
定用の数字や記号）も含めて1行 K で入力してく 
ださい。 

^ :通信ソフトの夕ーミナルモード画面では、最 
初の文字から冉を入力した直前の文字までを 
1行とします。 AT コマンドも含めて160文字 
まで入力できます。 










データ通信マニュアル 



FOMA L 600 i Modem で使用できる AT コマンドです。 

]；( 下のコマンドは、入力可能ですが機能しない無劾なコマンドです。 

AT ( AT のみ入力） ATP (パルス設定） ATT ( I ン設定） ATS 6 (ダイヤルするまでのポーズ 

時間設定） ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定） ATS 10 (自動切断までの遅延時間設定） 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実巧例 

AT&C く n 〉 

DTE への回路 CD 信号の動作条件を 

n =0 : CD は常に ON 

AT & C 1 


選がします。 

n =1 : CD は相手モデムのキヤリアに応 
じて変化する(初期値） 

OK 

AT 及 D く n > 

DTE から受け取る回路 ER 信号が才 

n =0 : ER のが態を巧視する(割こ ON と 

AT & D 1 


ンまたはオフへ遷移したときの動 
作を選択します。 

みなします） 

n =1 : ER が ON から OFF に変化すると、才 

ンラインコマンドが;！引こなる 

n =2 :回線を切断し ER が ON から OFF に 
変化すると、オフライン巧態になる彻期 
値） 

OK 

AT 及 F 

すべてのレジスタを工場出荷時の 
設定値に戻します。通信中(ここの 
コマンドが入力された場合、回線 
切断の処理が巧われます。 

n =0 のみ指定可能(省略可） 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンドま巧例 

AT+CGDCONT 

バケット通信の接続先 CAPN ) を設定 
します。 

P 日日をご参照ください。 

P 日日をご参照ください。 

AT+CGEQMIN 

PPP バケット通信の接続確な時にネッ 
トワーク側から通知される QoS けービ 
ス品質)を許容するかどうか判定する 
基準値を登録します。 

AT + CGEQMIN = [/ 巧メータ] 

一 P 己己 

AT + CGEQMIN =? 

:設定可能な値のリストを表示する 

AT + CGEQMIN ? 

:現在の設を値を表示する 

P 已日をご参照ください。 

AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信時にネットワー 
ク側へ要ボする QoS (サービス品質） 
を設をします。 

AT + CGEQREQ = [バラメータ] 

一 P 日6 

AT + CGEQREQ =? 

:設定可能な値のリストを表示する 

AT + CGEQREQ ? 

:現在の設定値を表示する 

P 日7をご参照ください。 

AT+CGMR 

FOMA 端未のパージョンをま示します。 


AT+CGMR 

+ CGMR :" L 600 lXX _ XX . XX . XX " 

OK 
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AT コマンド 

概要 

バ ラメータ /説明 

コマンド 実巧例 

AT + CGRE 佑か> 

ネットワークへの登録状態を通知する 

n =0 ;通知なし(初期値） 

AT + CGREG =1 


かどうかを設定:します。ネットワークか 

n = l ;通知あり 

OK 


ら応答される通知情報に応じて圏内 

圏内/圏外が切り替わると通知する 

施知ありに設をした場合） 


または圏外を表示します。 

AT + CGREG ?: 現在の状態を表示する 

AT + CGREG ? 




+ CGREG : 1,0 



くリザルト> 

OK 



+ CGREG :< n >,< stat > 

n :通なの有おの現在の設定値を表示 

する 

stat =0 :バケット通信圏外 
stat =1 :バケット通信圏内 

stat =4 :不明 

stat =5 :バケット通信圏内（口ーミング辟 

(パケット通信圏外の場合） 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示します。 

- 

AT+CGSN 




XXXXXXXXXXXXXXX 




OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ /説明 

コマンド実行例 

AT + CMEE =< n > 

FOMA 端未のエラーレポートの有無を 
設定します。 

n =0: 通常の ERROR リザルトを用いる彻 

期値） 

n - l：+CME ERROR : く e 「 r> リザルトコードを 
使用し、 <err> は数値を用いる 
n =2 ：+CME ERROR : く etT> リザルトコードを 
使用しく err> は文字を用いる 
AT + CMEE ?： 現在の設定値を表示する 

AT + CMEE =0 

OK 

AT + CPIN =" 12345678","123411 

ERROR 

AT + CMEE =1 

OK 



右記は誤った PIN ロック解除コード、および 
PIN 1 / PIN 2 コードを入力した場合の表示 
例です。 

AT + CPIN ="1 2345678"," 1 23411 

+CME ERROR : 16 

AT + CMEE =2 

OK 




AT+C 円 N ="1 2345678"," 1 234" 

+CME ERROR : incorrect 

password 
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AT コマンド 

概要 

バ ラメー タ/説明 

コマンド 実巧例 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号を表示し 

ます。 

くリザルト> 

+CNUM:,(number),<type> 

number :自局電話番号 

type=129 :電話香号に「+」（国際アク 

セスコード)が含まない 

type=14 日：電話番号じ「+」（国際アク 

セスコード)を含む 

AT+CNUM 

+CNUM:；090XXXXXXXX", 

129 

OK 

AT+CPIN 

FOMA カードの暗証番号を入力します。 

PIN 1 /PIN2/PIN ロック解除コードを入力し 

ます。 

AT+CPIN=? 

:円 N1/PIN2 コードの状態を示します。 

一 P 己8 

AT+CPIN? 

+CPIN : SIM 円 N 

OK 

(PIN1/ 円N2コードとして 
「1234」を入力） 

AT+C 円佔。1234" 

OK 




(PIN ロック解除コードとして 
n 2345678 PIN 1/PIN2=I - 

ドとして「1234」を入力） 

AT+C 円 N 二"12345678","1234" 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ /説明 

コマンド実行例 

AT + CRC =< n > 

着信時に拡張リザルトコードを使用す 

n=0 :使用しない(初期値） 

AT+CRC=0 


るかどうかを設定します。 

ド1:使用する 

OK 




AT+CRC? 



AT+CRC? :現在の設定値を表示する 

+CRC:0 




OK 

AT+C 祀 G=<n> 

圏内/圏外情報のま示に関するリザ 

n 二0 :通ミ日なし(初期値） 

AT+CREG=1 


ルト表示の有無を設定します。（パソコ 

n=1 :通知あり 

OK 


ンの OS じよっては設定できなし、場合 

圏内/圏外が切り替わると通な 

觸知ありに設定） 


があります。） 

する 

AT 十 CREG? 



AT+CREG? :現在のが態を表示する 

+CREG:1,0 




OK 



くリザルト> 

+CREG: く n>，〈stat> 

(圏外の場合） 



n :通知の有無の現在の設を値を表示 

谓外から圏内に移動した場 



する 

合） 



stat=0 :音声圏外 
stat =1 :音芦圏内 
stat=4 :不明 

stat=5 :音芦圏内（口ーミング時） 

+CREG:1 
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AT コマンド 

概要 

バラメータ/説明 

コマンド実巧例 

AT+GMI 

製造元名を表示します。 


AT+GMI 

NTT DoCoMo 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名をま示します。 


AT+GMM 

FOMA L600i Modem 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを表示します。 


AT+GMR 

L600i-MSM6271-XXXX-XXX- 

XX-XXXX-DCM-JP.... 

OK 

ATD 

FOMA 端末にバラメータ、ダイヤルパ 
ラメータの指定に従った自動発信姐 
理を巧" L ''ます。 

く cid>:1 〜10、 +CGDCONT で設をした 

APN をます 

.cid を省略して 「ATD*99 本**#」と乂 
力すると、自動的に ck 川こ登録されて 
いる APM こ発信されます。 

ATD み 99 本尔尔 3# 

CONNECT 

ATE く n> 

コマンドモードのときじ DTE に対するエ 

コーバックの有無を指定します。 

n=0 :エコーバックなし 

n=1 :エコーバックあり側期値） 

ATEl 

OK 

ATH 

パケット通信時に回線を切断します。 


(パケット通信中） 

+++ 

ATH 

NO CARRIER 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ /説明 

コマンド実行例 

ATKn > 

認識コードをま示します。 

n=0 : 「NTT DoCoMo」 を表示する 

ATI0 



ド1:製品名をま示する 

NTT DoCoMo 



n=2 :端末のバージョンを表示する 

OK 




ATI1 




FOMA L600i Modem 




OK 

ATQ<n> 

DTE へのリザルトコードを表示するか 

n=0 :表示する(初期値） 

ATQO 


どうか設定します。 

n=1 :表示しない 

OK 

ATQl 

にのとき、 「OK」 は表示されない） 

ATS3=<n> 

キャリッジリターン (CR) キャラクタを設 

ド13 :初期値 （13 のみ設定:できます。） 

ATS3=13 


定します。 


OK 



ATS3? :現在の設定値を表示する 

ATS3? 




013 




OK 

ATS4= く n> 

ラインフィード CLF) キャラクタを設定:し 

n=10 :初期値 （10 のみ設定できます。） 

ATS4=10 


ます。 


OK 



ATS4? :現在の設定値を表示する 

ATS4? 




010 




OK 
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AT コマンド 

概要 

バ ラメー タ/説明 

コマンド 実巧例 

ATS 5=< n > 

バックスぺース (BS) キャラクタを設定 

n=8 :初期値 (8 のみ設をできます。） 

ATS5=8 


します。 


OK 



ATS 日？：現在の設定値を表示する 

ATS 己？ 




008 




OK 

ATV く n> 

すべてのリザルトコードの表示を数字 

n=0 :リザルトコードを数値で表示する 

ATV1 


または英文字に設定します。 

n=1 :リザルトコードを文字で表示する 

OK 



(初期値） 
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IAT コマンドの 補足説明 

■コマンド 名： +CGDCONT 
-概要 

バケット発信時の接続先 (APN) の設定を行い 
ます。 

本コマンドは設定コマンドですが、 &F によるリ 
セットは行われません。 

■ まザ 

+CGDCONT こ [<cid> [ ；'IP " [ ;く APN >"]]] 

-バラメータ説明 
く cic が：1〜10 
く APN>& :任意 

^ : く cid> は、 FOMA 端末内に登録するパケッ 
卜通信での接続先 (APN) を管理する番号 
です。 FOMA 端末では1〜10が登録できま 
す。なおく cid〉 こ3には mopera.net が初期値と 
して登録されています。 

く APN〉 は、接続先を示す接続先ごとの任意 
の文字列です。 

. コマンド実行例 

abc という APN 名を登録する場合のコマンド 
(cid2 に登録する場合） 

AT+CGDCONT 二 2;P";'abc" 

OK 
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ーパラメータを省略した場合の動作 
AT+CGDCONT-<cid> 

:指定された 〈cid> を初期値に設定します。 
AT+CGDCONT 二？ 

:設定可能な値のリスト値を表示します。 
AT+CGDCONT? 

:現在の設定を表示します。 

■コマンド 名： +CGEQMIN こ[パラメータ] 

-概要 

パケット通信確立時にネツトワーク側から通な 
される QoS (サービス品寶）を許容するかどう 
かの判定基準値を登録します。 

本コマンドは設定コマンドですが、及 F によるリ 
セットは行われません。 

-書式 

+CGEQMIN 二 [<cid> しく Maximum bitrate UL> 
[ , (Maximum bitrate DL >]]] 

-パラメータ説明 
〈 cid>x : 1 〜 10 

〈Maximum bitrate UL〉& :なし（初期値）または 
64 

〈Maximum bitrate DL> 《：なし（初期値）または 
384 

※：く C ば> は、 FOMA 端末内に登録するパケット 
通信での接続先 (APN) を管理する番号で 
す。 FOMA 端末では1〜10が登録できます。 




なおく cid >3 には mopera . net がネ刀期値として 
登録されています 。 (Maximum bitrate UL > 
およびく Maximum bitrate DL 〉 は、 FOMA 端 
末と基化局間の上りおよび下り最低通信速 
度 [ kbps ] の設定です。なし（初期値）の 
場合はすべての速度を許容しますが、目4お 
よび384を設定した場合はこれらの値];(外 
での速度の接続は許容しないため、パケッ 
卜通信が接続できない場合がありますので 
ごま意ください。 

. コマンド実行例 

CD 上り/下りすべての速度を許容する場合の 
コマンド （ cid が2の場合） 

AT + CGEQMIN -2 

0 K 

(2) 上り 64 kbps / 下り 384 kbps の速度のみ許容 
する場合のコマンド伯 d が2の場合） 
AT+CGEQMIN こ2，，64,384 

0 K 

(3) 上り 64 kbps / 下りはすべての速度を許容す 
る場合のコマンド （ cid が2の場合） 
AT+CGEQMIN こ2，，64 

0 K 

(4) 上りすベての速度/下り 384 kbps のま度の 
み許容する場合のコマンド （ cid が3の場合） 
AT + CGEQMIN :3，，，384 

OK 
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ーパラメータを省略した場合の動作 
AT + CGEQMIN - く cid > :指定された 〈 cid > を初期 
値に設定します。 

■コマンド 名： + CGEQRE か[パラメータ] 

-概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求す 
る QoS (サービス品質）を設定します。 

本コマンドは設定コマンドですが、及 F によるリ 
セットは行われません。 

* 書式 

+ CGEQREQ - [く cid > しく Maximumbitrate UL 〉 
[ ，く Maximum bitrateDL )]]] 

-パラメータ 説明 
く dd 〉《 ：1〜10 

く Maximum bitrate UL >* :なし（初期値）または 
64 

く Maximum bitrate DL > ※：なし（初期値）または 
384 

※：く cid 〉 は、 FOMA 端末内に登録するパケット 
通信での接続先 CAPN ) を管理する番号で 
す。 FOMA 端末では1〜10が登録できます。 
なおく cid 〉 づには mopera . riel ; が初期値として 
登録されています。く Maximum bitrate UL > 
およびく Maximum bitrate DL 〉 は、 FOMA 端 
末と基地局間の上りおよび下り最低通信速 
度 [ kbps ] の設定です。なし（ネ刀期値）の 
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場合はすべての速度を許容しますが、64お 
よび384を設定した場合はこれらの値な外 
での速度の接続は許容しないため、パケッ 
卜通信が接続できない場合がありますので 
ごを意ください。 

. コマンド実巧例 

上り 64 kbps /下り 384 kbps の速度で接続を要求 
する場合のコマンド （ cid が2の場合） 
AT + CGEQREQ -2,, 64,384 
0 K 

ーパラメータを省略した場合の動作 
AT + CGEQ 祀 QKcid 〉： 指定されたく cid 〉 を初期 
値に設定します。 

1^ラーレポートー藍 


数字表示 

文字表示 

巧由 

15 

SIM wrong 

FOMA 力ード甘外の 
SIM ( NTT ドコモな 
外のにカード）が挿 
入されています。 

16 

incorrect password 

パスワードが誤って 
います。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 
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じザルトコード 


リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意 巧 

0 

OK 

正常に実行しまし 
た。 

1 

CONNECT 

相手と接続しまし 
た。 

2 

RING 

着信しています。 

3 

NO CARRER 

回線が切断されまし 
た。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付け 
ることができませ 
ん y 。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤルトーンが検 
出できません。 

7 

BUSY 

話中音檢出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了（タイムア 
ゥト） 

100 

REST 网 C 下 ION 

ネットワーク規制中 
です。 























おならせ 

•ATVn コマンド （ P 54) が rpl じ設定されている場合は 
文字表示（初期値）、 nO じ設定されている場合は数字 
表示でリザルトコードが表示されます。 

. リザルトコードじ 「 RESTR に TION 」 （数字表示： 100) 
が表示された場合は、通信ネットワークが混潍してい 
ます。しばらくしてから接続し直してください。 

AT+CPIN? のリザルトコード 



PIN 1の状態 

円N2の状態 

入力待ち 

+C 円 N : SIM 円 N 

+ C 円 N : SIM PIN 2 

ロック解除コード 
入力待ち 
(ロック状態） 

+C 円 N : SIM PUK 

+ CPIN : SIM PUK 2 

詔証済み 

+C 円 N : READY 

+ C 円 N : READY 

不適切なコマンド 
が入力された状態 

+CME ERROR : 
Operation is not 
allowed 

+CME ERROR : 
Operation is not 
allowed 

コマンド誤入力 

ERROR 

ERROR 
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